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3261. 意識と知性 

時刻は午前八時に近づき、辺りは随分と明るくなった。遠くの方から小鳥の鳴き声が聞こえてくる。 

この穏やかな雰囲気は、本当にフローニンゲンの朝らしい。騒音などほとんどなく、とても落ち着い

た環境の中で日々を過ごすことができていることに対して、いつも私は感謝の念を持つ。 

この時間帯の空はとても美しく、ほのかに紫がかっている。そうした空を眺めながら、今日もテレマン

のピアノ曲を聴いている。テレマンが生きていた時代にはピアノはないのだが、テレマンの曲をピア

ノの演奏で聴くと、心がとても穏やかになる。今日も一日中テレマンの曲を聴きながら、自分の探究

活動と創造活動に従事していこうと思う。 

また本日は、午前と午後に分けて、来年の大学院への出願に向けて、推薦状に記載してもらう事

柄を整理しようと思う。今のところ、依頼をした三人の教授のうち、二人の教授から返信があり、快く

推薦状の執筆を引き受けてくださったので、まずはその二人の方にどのようなことを書いていただく

かを練っていく。今日中に案を練り、来週中に二人の教授に推薦状の執筆を正式にお願いしたい

と思う。 

昨夜ふと、このところ、「意識の発達」という表現があまり自分の中でしっくりきておらず、「知性の発

達」という表現の方がより適切なように思えることについて考えていた。「意識」と述べてしまうと、そ

れが意味する対象は知性よりも広く漠然としたものであり、基本的に発達心理学を含む発達科学が

対象にしているのは、意識の中に生起する機能的な側面である。 

ある文脈やタスクにおいて発揮されるのは、意識というよりも知性と呼ぶ方がふさわしいという感覚

が日ごとに増している。意識にせよ、知性にせよ、それを定義することは極めて難しいが、知性に関

しては、私たちが現実世界の何かしらのタスクや文脈において発揮する意識の機能的側面だと捉

えるようになっている。意識の定義を探究することを一つの役割としている心の哲学においても、そ

の定義付けは難航しているようだ。 

随分と昔にある人から、「意識なんて発達するんですか？」と言われたことがあるが、この素朴な質

問は実はかなり的を得ているのではないかと思う。意識を空間としてみなすことは問題があるのだ
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が、仮に意識を内面空間だとみなした時、そもそも意識空間は最初から無限なのだから、それが発

達すると考えるよりも、そうした空間内に生起する局所的な知性が発達していくとみなした方が正し

いように思えてくる。喩えて言うならば、惑星そのものは発達しないが、その惑星内の生命は発達し

ていくというよりに、意識という惑星の発達を考えるのではなく、その惑星内に生息する多種多様な

生命を知性と見立てて、それらが発達していくと考えた方がいいように思える。 

おそらく今後も意識や知性の性質や定義について立ち止まって考えていくことになるだろう。人間

の持つ意識や知性について探究を深めれば深めるほど、何か一つの定義をすると、大事なものが

こぼれ落ちてしまう感覚がある。そうした感覚が無くなるような定義の発見に向けて、今日からの探

究を進めていきたいと思う。フローニンゲン：2018/10/13（土）08:08 

3262. 動物を愛でる気持ち  

今日は本当に爽やかな土曜日だ。早朝には、澄み渡る空に飛行機雲がかかっていて、それを眺め

ていると、自分もどこか遠くの世界に運ばれていくかのような感覚があった。 

今日は一日を通して暖かく、書斎の中では半袖で過ごしていた。ちょうどチーズが切れたので、昼

食を摂って仮眠を取った後に、行きつけのチーズ屋に散歩がてら向かった。道中、街路樹はもう随

分と紅葉しており、落ち葉も道に落ちているぐらいであったが、今日はとても暖かいため、人々は一

様に半袖で過ごしているようだった。日向ぼっこのためか、椅子を家の外に出して、そこで読書や

おしゃべりをしている人たちの姿を多く見た。 

街の中心部に行くと、休日の平和な雰囲気の中、多くの人が買い物を楽しんでいるようだった。チー

ズ屋に到着すると、今日はいつもの店主のうち、一人の店主がおらず、アルバイトの学生のような女

性が一人いた。その外見はどこか今日いない店主の外見と似ており、もしかすると娘なのかもしれ

ない。今日はいつもと違うチーズを食べたい気分であったから、これまでよく食べているチーズとは

少し違うものを購入することにした。 

いつもは長く発酵されたチーズを購入するのだが、今日は比較的若いチーズを購入した。チーズ

屋で買い物をし終えると、再び来た道をゆっくりと歩いて帰った。その最中、そして今も、どこか瞑想
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の意識状態であるかのような状態が続いている。心の内側は極めて静かであり、気づきの意識が続

いている。 

帰り道に、散歩中の犬や、道端でウロウロしているハト、そして丸まってくつろいでいる猫などを見か

けたが、動物たちが一様に愛おしい存在に思えた。そういえば動物を愛でるこの感覚は、先日のボ

ストン旅行でも感じたことだった。 

ハーバード大学の敷地内では、よくリスを見かけることがあった。リスを見かけるたびに、そこで少し

立ち止まり、リスの様子を観察することを無意識的に行っていた。 

ある日、とても可愛らしいリスが木の近くにいて、穴を掘って何かを埋めている姿を見かけた。きっと、

木の実か何かをこっそりとそこに埋めていたのだろう。このリスの行為から、リスは短期記憶だけでは

なく、長期記憶も持っているのだと推測した。穴を掘って埋めた木の実をまたいつか食べるために

は、埋めた場所を覚えておく必要があるだろう。 

仮にリスは犬と同じぐらいに嗅覚がよく、長期記憶など必要なく、その場所の近くに行けば匂いで木

の実のありかがわかるとすれば、それは他のリスにとっくに食べられてしまう可能性があるため、や

はり長期記憶が備わっていると考えた方が良さそうだ。あるいは、やはり長期記憶などリスにはなく、

犬並みの嗅覚が備わっていて、そのリスが木の実をそこに埋めたのは、自分が食べるためではなく、

他のリスが食べるためであったのなら、驚くべきほどの利他心を持っていることになる。 

そのようなことを考えながら、リスが必死になって穴を掘って木の実を埋める姿を見守っていた。あ

のリスを眺めている時も、私は愛しい気持ちを抱いていたのを覚えている。 

今日はこれから、大学院への出願に向けた準備を進めていきたい。推薦状を執筆してくださる三名

の方へ、今回どのような経緯で芸術教育に自分が関心を持ったのかを伝えるために、志望動機書

のドラフトを送ろうと思う。どうやら推薦状のドラフトをこちらで書くことは許容されていないらしいので、

どのような観点で推薦状を書いてもらうかだけを伝えるに留める。推薦状の依頼に向けた準備を終

えたら、作曲実践を行い、夜からは再び読書に打ち込みたいと思う。 
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明日からは、つい先ほど届けられた“Social Justice and Educational Measurement (2017)”を読み

始める。本書は、私が過去八年間ほどその仕事を追いかけ続けている、ザカリー・スタイン博士が

執筆したものだ。スタイン博士の論文や書籍から得られる洞察がいつも豊富であり、本書もまた無

数の洞察を私に提供してくれるだろう。フローニンゲン：2018/10/13（土）15:49 

3263. 大学院への出願準備の進捗  

今朝は六時前に起床し、六時半を迎える前から一日の活動を開始させた。今朝はここ数日より早

い目覚めとなったが、目覚めの時の状態は非常に良く、一日の活動に向けて気力が高まっている

ことを感じた。いつも午後の十時には就寝をしているため、今朝ぐらいの時間帯に起きるのが本来

ちょうど良いのかもしれない。 

今は辺りが闇に包まれており、あと一時間ほどして朝日が昇り始めるだろう。昨日はとても暖かく、

今日は昨日に比べて少し気温が下がるが、それでも比較的暖かい一日となるようだ。 

起床してすぐに窓を開け、新鮮な空気を取り入れてみると、冷たく爽やかな空気が部屋にそっと流

れ込んできた。今はその窓を通じて、小鳥のさえずりが聞こえて来る。今日は日曜日ということもあり、

この時間帯から活動をしている人はまだ少ないようだ。 

今日もいつもと同じように、探究活動と創造活動に邁進していく。昨日は、大学院の出願に関して、

推薦状の依頼に向けた準備を行っていた。どのような内容のことを推薦状に盛り込んでもらうのかと

いう点を明らかにしていくと共に、自分がなぜ芸術教育に関心を持ったのかがわかるように、推薦

者の方に志望動機書を提出するために、そのドラフトを推敲していた。このドラフトについては、明

日にでも再び推敲したいと思う。 

先日に、ハーバード大学教育大学院に訪れた時、幸いにもアドミッションの方と話す機会を得て、

志望動機書に関する具体的なアドバイスをあれこれといただいた。志望動機書に関しては、とにか

く具体的な事柄を盛り込み、とりわけ自分の関心と履修する予定のコースがどのようにつながってい

るのか、師事をしたいと思う教授は一体誰なのかを盛り込んでいくことが大切のようだ。その他にも

重要な事柄を挙げれば切りがないが、とにかく志望理由が曖昧になることを避け、これまでの自分
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のキャリアにも言及しながら、どのような経験と理由で芸術教育に関心を持ったのかについて説明

していく。 

この志望動機書に関しては、アドミッションの方たちだけが読むのではなく、そのプログラムのディレ

クターも最後には必ず目を通しているそうだ。それはおそらく、アドミッションから合格をもらった志

願者だけの志望動機書だろうが、ディレクターの方が合格者一人一人の志望動機書を読むことは

大切なこととしてみなされているようである。 

昨日は推薦状以外にも、オンラインでの出願フォーマットに必要事項を記入していった。すでに全

体の項目をざっと記入しており、昨日は色々と追加修正を行っていた。アプリケーションの実際の

提出は一月の頭であるため、まだ時間がある。このように早い時期から出願の準備を着実に進めて

いくことは、納得のいく提出資料を作ることにつながっていくだろう。 

今日は出願準備に関することは何もしないが、上述の通り、明日にもう一度、志望動機書を推敲し

ていきたいと思う。今日も充実した一日となり、今日の取り組みが明日の取り組みに着実につながっ

ていくことになるだろう。フローニンゲン：2018/10/14（日）06:44 

3264. 今日の作曲実践の計画とザカリー・スタイン博士の書籍  

今日はこれから、過去に作った曲を少しばかり編集し、その後、テレマンに範を求めて一曲作る。

一昨日、そして昨日に引き続き、今日もテレマンのピアノ曲をかけながら仕事に取り組むことにし

た。  

昨日の作曲実践の際に、久しぶりに意図的に転調を活用した。ここ最近は意図的に転調を活用す

ることは少なかったが、昨日それを活用してみて、改めて学びがあったように思う。転調を活用する

と、各調の特性を比較できるため、それぞれの調の固有性を掴む上で勉強になる。今日の作曲実

践で転調を活用するかは定かではないが、これからの作曲実践ではやはり色々なことを試していき

たいと思う。 

新しいことを試してみなければ、新たな発見はなかなか得にくい。作曲という行為そのものは変え

ずに行っていくが、その中で行なわれていることは絶えず新たな試みであるというような実践にして
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いきたい。新たな試みに従事するためには、作曲に関する観点と知識が必要であり、同時に自分

の閃きや直感などを大切にしたいと思う。今日の作曲実践の計画としては、早朝にテレマンに範を

求め、昼食後にハイドンの曲を参考にし、夕方か夜にはモーツァルトの曲を参考にしたい。過去の

偉大な作曲家の肩に乗りながら、彼らを師として今日も作曲実践に励んでいく。 

本日の探究活動に関しては、“A History of Art Education: Intellectual and Social Currents in 

Teaching the Visual Arts (1990)”の再読を午前中か午後の早い段階で終えるようにしたい。本書か

ら得るものは非常に多いため、二読するだけでも全く足りないのだが、とりえず今回読み通すことが

できたら、一旦本書から離れる。関心を寝かせる時間を設けたいと思う。 

本書を読み終えたら、昨日に届いた“Social Justice and Educational Measurement (2017)”の初読

を始めたい。本書は、私が過去八年間に渡って着目し続けている哲学者のザカリー・スタイン博士

が執筆したものである。この書籍は、スタイン博士がハーバード大学教育大学院に提出した博士論

文が元になっており、実は本書は2016年に出版されていたのだが、その時には自分の関心とそれ

ほど合致していないように思われたのと、書籍の値段が非常に高価だったこともあり、購入を控えた

ことを覚えている。 

それから二年経って、本書が自分の関心と密接に関係しているものであることがわかり、さらには当

時よりも手頃な値段で本書を購入することができるようだったので迷わず購入をした。本書は、教育

の世界に存在する標準化テストの歴史を紐解きながら、哲学者のジョン・ロールズの哲学的思想に

基づいて、あるべきテストの姿を浮き彫りにしていくことを目的にしている。 

私自身も小中高において、標準化テストの存在意義を随分と疑うような体験をしており、スタイン博

士の研究には大変共感を受ける。純粋に、標準化テストの歴史について深く知り、これからの時代

に求められるアセスメントの姿を考察していく上で、本書は非常に有益だろう。さらには、私の現在

の最大の関心事項である芸術教育に関して、それを取り巻く社会思想と芸術教育システムの変遷、

さらにはあるべき芸術教育の姿を考察する上でも、本書は数多くの洞察を与えてくれるだろう。スタ

イン博士が博士論文及びこの書籍を執筆する際に活用した観点と方法を学ぶことも、本書を読む

目的となる。この書籍については、初読の時から一字一句読むようにしたい。フローニンゲン：2018/

10/14（日）07:03 
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No.1348: A Parade of Musical Notes 

I can see a night sky without the moon and stars, but I can feel that musical notes are parading 

inside of me. Groningen, 20:39, Thursday, 10/25/2018 

3265. フリードリッヒ・フローベルの教育・発達思想 

時刻は午前11時に近づきつつある。早朝にテレマンに範を求めて作曲実践をし、その後、芸術教

育の歴史に関する書籍の再読を行っていた。今その書籍の再読は3分の2ほど終わったところであ

る。この調子で読み進めていけば、午後の早い段階で再読が終わるであろうが、これから昼食にか

けては、ザカリー・スタイン博士の書籍を読んでいくことにする。気分転換を兼ねて、複数の書籍を

並行して読み進めていくことは自分の特性に合致している。 

この時間帯のフローニンゲンはとても穏やかであり、今日が日曜日ということもあって、その雰囲気

はよりいっそう平穏だ。一階の部屋には庭がついており、その庭の植木を眺めると、鮮やかに紅葉

した木々が見えた。 

眩しいほどの美しさを持つ紅葉した葉をぼんやりと眺めながら、再び読書に取り掛かったのは先ほ

どの出来事だった。早朝より、朝焼けの変遷を眺めていたが、今はすっかり明るくなり、ここからもま

だまだ表情豊かな一日が進んでいくと思われる。外の世界の変化に歩調を合わせるように、自分の

取り組みに従事していく。 

午前中読んでいた書籍の中で、教育思想家のフリードリッヒ・フローベルの仕事に行き着いた。フロー

ベルの教育思想に関する書籍は、フローニンゲンに来た最初の年か、その前年に日本にいた時に

購入していたのだが、まだほとんど読んでいないことに気づいた。 

午前中に読んでいた書籍の内容をもとにすると、フローベルは、随分とダイナミックシステム理論に

通じる思想を持っていたことがわかる。また、人間発達に関して優れた洞察を持っていたことも分かっ

た。とりわけ、人間の発達を有機的な現象だと捉え、人間存在を決して無関係な部分の単なる合算

だと見なすことはしなかったという発想に、フローベルの洞察の深さが伺える。また、フローベルが、
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のちに発達心理学の進展によって明らかになった発達原理の一つである、差異化と統合化につい

ても、同じことを当時提唱していたことを知った。 

フローベルの人間発達観として、私たちは絶え間なく質的な差異を生み出すという差異化によって

発達をしていきながらも、自己の同一性を保持するという特徴を持っている、という考え方がある。こ

れは発達心理学の発想そのものではないかと思う。 

それ以外にもフローベルに関して共感の念を持ったのは、彼はペスタロッチの教育思想に範を求

め、子供たちの中にある霊性を認め、それをどのように育んでいくことができるのかに情熱を注いで

いた点である。芸術教育と関係して、霊性教育に強い関心を持っている私としては、ぜひともフロー

ベル及びペスタロッチの教育思想も深く学んでいく必要があるだろう。ペスタロッチの教育思想に

関する書籍はまだ持っていないようなので、近々調査をし、いずれかの書籍を購入したいと思う。フ

ローニンゲン：2018/10/14（日）11:09 

No.1349: A Step from A Mist 

I saw a mist in the early morning, but it disappeared now. As the world made a step forward, I’ll 

engage in my lifework from now in order to make it move forward. Groningen, 08:42, Friday, 

10/26/2018 

3266. 見えない捕食者 

時刻は午後の七時半に近づきつつある。この時間はもう辺りが闇に包まれている。サマータイムが

終了するのは二週間後の日曜日だ。 

先ほど夕食を摂りながら、改めて科学と哲学のつながりについて考えていた。この二年間科学的な

研究に従事している際は、自分は人間発達に関する真実のみを探究しているという錯覚のようなも

のがあったことに気づく。そこで行われていたことは、真の領域に関する実践であったことは間違い

ないが、科学的な研究には絶えず価値判断の問題が含まれており、それは多分に美や善の領域と

不可分であった。哲学的なメタ理論を哲学的な思想を通じて構築していく際には、科学的な真実
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がそれに影響を与え、逆に科学的なメタ理論を科学的な実証を通じて構築していく際には、哲学

的な思想の枠組みがそれに影響を与える。 

両者は共に相互依存関係にあり、それらを分離することはできないのだということを改めて知る。そ

こでは分業は存在していたとしても、それらを完全に分離化させてしまうことは、片方の陣営は片方

をこちらに還元するというような還元主義的な発想を招いてしまうだろう。そのようなことを夕食を摂り

ながら考えていた。 

今日は日曜日ということもあって、これから一時間ほどはゆっくりしようと思う。具体的には、以前フィ

ンランドの最古の都市トゥルクにあるシベリウス博物館を訪れた際に購入したDVDを鑑賞しようと思

う。北欧旅行から帰ってきてしばらく経つが、まだそれを鑑賞できていなかったため、今日はそれを

鑑賞したいという気持ちと時間的なゆとりの双方がある。シベリウスがこよなく愛した自然を背景に、

シベリウスの美しい音楽が40分ほど続く仕立てのDVDだ。 

午後にハイドンの曲を参考に作曲実践をしている際に、早朝に小鳥が散歩している姿を目撃したこ

とを思い出していた。数羽の小鳥が木々をあたかも散歩をするかのように動いている様子は実に愛

らしかった。 

相変わらず小鳥たちは頭をキョロキョロさせながら、外敵がいないかどうかを気にしているようだった。

それほどまでに警戒心を持っていると、心が休まる暇もないのではないかと思ったが、彼らが生存し

ていくためにはそのように生きていくしかないのだろう。果たして私たち人間はどうだろうか。もしか

すると、日々の今この瞬間に私たちの心が休まっていないというのは、絶えず精神的な生存の危機

に晒されているような状態の中で生きていると言えるのではないだろうか。 

先日、近所のノーダープラントソン公園を歩いている時に、いつも見かけるカモの大群を見かけた。

それらのカモは、人懐っこいのか、人を一切警戒することなく堂々不敵に池の周りにたむろしてい

た。早朝に見た小鳥と比較してみると、カモを捕食するような動物はそれほどおらず、彼らはあまり

警戒心を持たないような状態で生活をしているのではないかと思った。実際に私がカモに近づいて

も、カモは逃げ出したりはせず、少しばかり場所を移動するだけだ。 
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ここから考えさせられたのは、もし私たちが毎日何かしらの警戒心を持って生活せざるをえないよう

な状態にあるのであれば、そこには私たちを捕食するような存在がいるからなのではないか、という

ことだった。もちろんここでは、私たちの肉体を捕食するような存在ではなく、私たちの精神を蝕む

見えない存在のことを指している。心が休まらない陰には、見えない捕食者の影がある。早朝の小

鳥の姿を思い出しながら、そのようなことを考えていた。フローニンゲン：2018/10/14（日）19:44 

No.1350: A Sense Before Dark 

Now, it is approaching 5PM. I can see a radiant sky from the window with raindrops. Groningen, 

16:55, Friday, 10/26/2018

3267. 調整と自己の本質的側面への気づき 

今朝は七時半を過ぎて起床した。昨日は六時前に起床していたため、今日は随分と遅い起床となっ

た。毎日就寝する時間は一定なのだが、このところは起床する時間に変動が見られる。これはもし

かすると、自分の内側の変動性が高く、その調整のために睡眠時間にも変動が見られるのかもしれ

ない。いずれにせよ、今日は十分な睡眠が取れたことは確かであり、一日の活動を活力を持って進

めていくことができるだろう。 

数日前の天気予報では、今日は雨が降るはずだったのだが、つい先ほど天気予報を確認すると、

今日は一日を通して晴れのようだ。そのため、昼食を摂ってから、近所のスーパーに買い物に出か

けようと思う。スーパーまでの距離はとても近いが、それでも外の空気を吸うにはちょうど良いし、良

い気分転換になることも確かである。 

自宅の目の前の街路樹の葉が、どんどんと散っていることに気づく。以前はあれだけ緑色の葉が生

い茂っていたのに、今はもう肌の木もあるぐらいだ。 

季節がゆっくりと進行し、再び葉をつける季節がやってくるまで、自分も緩やかに歩みを続けていこ

うと思う。とにかくゆっくりと着実に歩き続けていくことを今日もまた誓う。それしか方法がないように

思う。自分の人生に与えられた役割を全うするためには、自己を深めていく必要があり、それはゆっ

くりとしか進んでいかないのだ。 
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街路樹の葉が少なくなってきたおかげもあり、そこに休みにやってくる鳥たちの様子を観察しやすく

なった。つい先ほどまで小さな黒い鳥が枝に止まって休んでいた。休息をしながら進んでいくこと。

その大切さを教えてくれているかのようだった。 

昨夜はふと、「なぜ自分は日本人なのだ？」という奇妙な問いが突然立った。この問いを生み出し

ていたのは、日本語で構築された自己を客体化している自分であった。日本語で構築された自己

を観察している自己がいるということは、そこにまた一段深い自己の存在がいることを示しているよう

に思う。観察対象となっている自己ではなく、観察をしている自己そのものは、限りなく自己の本質

に近い存在だと言えるかもしれない。 

日常生活を送っている際に、それは日本語にせよ、英語にせよ、何かしらの自然言語を用いて自

分だと思っているその存在は自分の本質ではなく、観察されている対象の向こう側にはより純粋な

主体としての自己がいることに気づく。それをハッと気づかせてくれたのが昨日の体験だった。フロー

ニンゲン：2018/10/15（月）08:28 

3268. 早朝未明の夢と芸術教育の探究について 

今朝は一度3:33に目を覚ました。目を覚ました時間があまりにも早かったため、そこから二度寝を

すると、七時半を過ぎていた。今は午前八時半を迎え、辺りが柔らかな朝日に照らされている。今

日は月曜日ということもあり、昨日よりも活動的な様子がどことなく感じられる。 

深夜未明に一度目を覚ました時、自分が印象的な夢を見ていたことに気づいていた。確か、親友

の一人と一緒に話をしている場面があり、そこではこれから始まるサッカーの試合に向けてどのよう

な連携をするかに関して話をしていたように思う。彼は私とはちょうど対角線上の攻撃的なポジショ

ンを取っていて、私は中盤の右のポジションを担っていた。彼に確認したのは、自分が相手の守備

陣の裏にボールを送った時、相手の守備陣よりも早くそのボールを拾える自信があるのかどうかだっ

た。 

友人は自信があるという返事をしたので、私は試合の中では積極的に相手の守備陣の裏にボール

を送ることにした。その他にも何か夢を見ていたような気がするのだが、その場面が印象に残ってい

る。深夜未明に目を覚ました時、その場面を振り返っていると、その親友はもうこの世にいないこと
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を思い出した。若くしてこの世を去ったその親友は、たびたび私の夢の中に現れる。それも決まっ

て、サッカーを一緒に楽しんでいる夢として彼は現れる。 

昨日、教育哲学者のザカリー・スタインの書籍を読みながら、自分の研究の方向性についてまたし

ても考えていた。そこではふと、欧米における芸術教育の歴史とそれを取り巻く思想及び教育シス

テムを探究していくよりも、日本のそれを探究した方が意義があるのではないかと考えた。今は日本

語の文献を閲覧・入手できるような状況にないため、その探究に乗り出していくことは難しいが、い

つかその探究に着手してみたいという思いが募る。 

芸術教育の歴史に関する研究はすでにいくつも存在しているだろうから、私が果たす役割は、その

歴史を発達理論の観点から捉え直すということにある気がしている。また、学術の世界ではあまり積

極的に採用されない思想の枠組みとして、シュタイナーの芸術教育思想に光を当てることも大切な

役割の一つだと感じている。 

残念ながら、学術の世界では、シュタイナーの思想はあまり積極的に探究されておらず、むしろそ

れは忌避するべきことのように扱われているが、自分はその流れに反する形でシュタイナーの思想

を取り上げていく。なぜなら、シュタイナーの人間観、発達・教育思想は現代社会において重要な

問題意識を投げかけてくれるものだと思うからだ。これと似た様な状況に置かれているのが、ケン・

ウィルバーの思想だと思う。その点において、スタインは学術世界の中に身を置きながらにして、見

事にウィルバーの枠組みを活用しながら様々な仕事を残していったことは注目に価する。 

それは一つの範を示してくれているように思えるため、これから少しずつシュタイナーの思想につい

て学びを深め、その思想的枠組みを活用した小さな論文を執筆していこうと思う。小さな論文を書

きながらでなければ、自分の考えを洗練させていくことはできないだろう。テーマを芸術教育に置き、

短い論文を書き進めていくことにより、様々な発見とテーマの深化が実現されるだろう。フローニン

ゲン：2018/10/15（月）08:51 

3269. 新たな教育テクノロジーの負の側面 

あと一時間ほどで昼食の時間を迎える。今日は昨日よりも遅く起きたため、昼食の時間があっという

間にやってきた感覚がする。 
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科学・哲学・人間発達に関して、先ほど少しばかり考え事をしていた。例えば、ある発達心理学の

実証研究によって、ある教育テクノロジーが何らかの知性を向上させる効果があることが分かったと

する。そこで脳科学者は、知性に対する効果だけを調査しては片手落ちであるから、そのテクノロ

ジーが脳の発達に及ぼす効果を調査したところ、そこでも効果が証明されたとする。つまり、ここで

行われていることは、知性のみならず、はたまた脳のみならず、子供たちの内面領域（知性）と外面

領域（脳）の双方の発達を促す教育テクノロジーの効果を測定することである。 

仮に、それらの二つの領域において何かしらの効果が発見された途端に、多くの人は何をし始める

だろうか。容易に想像できるのは、その教育テクノロジーを推奨し、子供たちにそれを与えることだ

ろう。だが、この行動はとても安易なものに見えないだろうか。過去に何度も指摘しているように、科

学研究の背後にあるイデオロギーが何であり、そうした研究の前提となっている科学者の価値観や、

研究手法に潜んでいる盲点などを考える必要があることは確かだが、それ以外にもより重要な問い

を投げかけてみる必要があるだろう。 

それは何かというと、「そもそもそうした教育テクノロジーを活用できる子供たちとは一体どのような子

供なのか？」という一見素朴な問いである。ここで何を言わんとしているかというと、端的には、そうし

た教育テクノロジーを活用することが、社会的な不公平さを生み出し、例えば既存の教育格差をさ

らに拡大することに加担しないだろうか、ということである。つまり、新たたな教育テクノロジーの恩恵

を受けることができるのは、この世界においてごく一部の子供たちだけであり、そのテクノロジーの

導入が新たな社会的不公平さを生み出し、教育格差を拡大しかねないということである。 

新たな教育テクノロジーの導入が、既存の実力社会主義的な側面と癒着すれば、問題はさらに大

きくなっていく。これは単なる思考実験というよりも、実際にこの現実世界ですでに顕在化している

問題なのではないだろうか。十中八九、ほぼ全ての人たちは、そうした教育テクノロジーの誕生を

手放しで喜ぶだろうが、視点を上げて考えてみると、そうした安直な喜びに浸っていることなどでき

ないことがわかってくる。人間発達や教育の問題に取り組むにあたり、科学的な思考の枠組みと哲

学的な思考の枠組みの双方がなければ、社会的な問題を助長しかねない危うい思考に陥ってしま

う可能性が高いことが見えてくる。そうした脆弱な思考を乗り越えていくことは、研究者、実践者の双

方にとって重要であろうし、本来は一人一人の人間がもう少し強靭な思考を育んでいく必要がある

ように思う。フローニンゲン：2018/10/15（月）11:15 
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3270. 意義のあるアセスメントについて 

人間発達や教育を取り巻く既存のアセスメントは問題が山積みにあるが、いっその事そうしたアセス

メントを排斥した方が良いのではないか、という発想もまた非常に短絡的である。 

現在読み進めているザカリー・スタインの“Social Justice and Educational Measurement (2017)”の

中で指摘されているように、アセスメントは確かに社会悪を醸成することに使われる可能性があるが

——現在はそのように使われている場合がほとんどだろう——、社会善を実現するために活用するこ

とも可能である。 

既存のアセスメントの否定的な側面についてこれまで何度も書き留めているため、ここではこれまで

言及してこなかったアセスメントが果たす役割について述べておきたい。社会的な次元で考えれば、

意義のあるアセスメントは社会の基礎的な基盤を育むことにつながり得る。そもそも、ここで述べて

いる「意義のあるアセスメント」というのは、スタインが提唱している三つの条件を少なくとも満たして

いるもののことを言う。一つはそのアセスメントの客観性（心理統計学の専門用語で言えば、信頼性

や妥当性など）を満たしているということ。二つ目は、そのアセスメントがアセスメントを受ける者のニー

ズと関連しているということ。三つ目は、そのアセスメントを受けることによって、そのニーズに関して

アセスメントを受ける者が何らかの便益を得られるということ。 

既存のアセスメントの多くは、下手をすると最初の条件ですらも満たしていないものがあり、教育の

世界においては、二つ目と三つ目を満たしているものはほとんど存在しないのではないかと思われ

る。この点については過去の日記で何度も指摘したものであるため、今はここで説明することをしな

い。いずれにせよ、意義のあるアセスメントは上記の三つの条件を少なくとも満たしている必要があ

る。そうしたアセスメントが社会の基礎的な基盤を育むことにつながり得るというのは、例えば、ベー

シックインカムを満たしているかどうかを判断するためには、何かしらのアセスメントを実施する必要

があり、そのアセスメントの結果を受けて、ベーシックインカムを満たしていない人々は様々な社会

保障の恩恵を享受することができる。 

また教育の世界を例に取れば、アセスメントがあることによって、その子供が失読症や特別な才能

を持っていることが判明し、彼らに必要な教育を提供することにつながる。仮にアセスメントを一切
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排除してしまうとすれば、アセスメントによってもたらされるそうした社会的な便益までもが消失してし

まうことになる。そのため、確かに既存のアセスメントの多くは様々な問題を含んでいるが、アセスメ

ントを排除して人間発達や教育を行おうとすることもまた大きな問題であることが見えてくる。 

ここでは「アセスメント」を一つの例に取り上げたが、社会善を実現していくアセスメントとは何かを考

えていくことと、社会善を実現していく芸術教育は何かを考えていくことは、大きくつながる部分があ

るように思えてくる。そうした連関を探るべく、午後からもスタインの書籍の続きを読み進めていく。フ

ローニンゲン：2018/10/15（月）11:57

3271.「対象的思惟」と作曲実践 

たった今夕食を取り終え、これから就寝に向けて本日最後の取り組みに従事していく。今日は早朝

に、非常に断片的な夢を見ており、その後、夢の世界の不思議さと現実世界の不思議さを比べて

みようとする自分がいた。どちらの世界においても、自分の認知を遥かに超えた現象が絶えず内包

されている。起床直後に夢について振り返っていたのは、そうした理解の及ばない現象を少しでも

理解しようとするための行為であり、日中に折を見て日記を書いていたのは、現実世界における自

分の理解を超えた現象を少しでも理解しようとする試みの表れだろう。 

今日は午前中にシベリウスに範を求め、午後はハイドンに範を求めて曲を作った。今日からは久し

ぶりに、シュタイナーの音楽思想が盛り込まれた音楽理論の解説書をひもときながら曲を作ってい

た。とりわけ、各調が持つ固有の色や形、つまり固有の感覚質に対する理解を深めることを行って

いた。今日はこれから本日最後の作曲実践を行うが、これから作曲する時は必ず本書を紐解き、該

当箇所の見開きページを読むようにしようと思う。厳密には、自分が活用しようとする調の特性につ

いて解説文を読み、転調を試みする際には転調後の調の特性に関する解説文を読むようにする。

そうすれば、各調の特性に対する理解がより促進されるだろう。 

シュタイナーの芸術理論の根底にはゲーテの思想があり、ゲーテは「対象的思惟」という言葉を用

いて、対象を内在的に理解することの大切さを説いていた。この考え方に基づけば、各調を外面的

に理解していくのではなく、その調の中に入り込むような形で内側からそれぞれの調の特性につい

て理解を深めていきたいと思う。 
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外側からの分析的な視点も当然大切になるが、自らの思惟がそれぞれの調の中に入り込んでいる

かのように自らの認識及び感覚を働かせていく。そうした意識を持ちながら、これからモーツァルト

の曲に範を求める。本日最後の作曲実践が済めば、教育哲学者のザカリー・スタイン博士の書籍

“Social Justice and Educational Measurement (2017)”の続きを読み進めていく。本書は洞察の深さ

のみならず、アセスメントの歴史に関する情報量も多いため、読み進めるのに時間がかかるが、明

日には一読目が終わるだろう。 

本書の一読目を終えたら、少しばかりこの書籍を寝かせ、フローベルとシュタイナーの書籍に取り

掛かろうと思っていたが、その前に成人発達と成人学習に関する書籍“Handbook of Adult 

Development and Learning (2006)”の再読を行いたいと思う。 

過去の日記を読み返してみると、七ヶ月前に本書のいくつかの章の再読を行っていたようであるが、

それをもって本書から再び離れてしまい、七ヶ月間ほど本書は、机の右隅の本の山の一番下に置

かれていた。今日偶然ながら本書を読み返す必要性を直感的に感じ、明日はスタイン博士の書籍

を読み終えた後に本書に取り掛かりたい。明日も今日と同様に、充実した探究活動と創造活動に

打ち込むことができるだろう。フローニンゲン：2018/10/15（月）19:51 

3272. 本日の計画 

今日は七時に起床した。起床してみると、辺りは闇に包まれていたが、少しばかり暖かさを感じた。

この時期のフローニンゲンにしては珍しく、今日は最高気温が24度まで上がるらしい。ちょうど昼食

後に美容院に足を運ぶ予定があり、今日は半袖で外出をしてもいいだろう。 

明日からは気温が元に戻り、来週は今日よりも気温が10度ほど低いようなので、随分と大きな変化

が見られる。そうした外側の世界の大きな変化のさなかにあって、自分の内側で起こる小さな変化

を大切にしていこうと思う。 

今日はこれから過去に作った曲を編集していく。その際に、曲を聴きながら喚起される内的感覚を

絵にしていく。この実践も習慣となり、毎日描かれる絵の多様さには驚かされてばかりだ。毎回描か

れる色や形は千差万別であり、夢の世界で現れるシンボルの多様性と似ていると言えるかもしれな
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い。夢の観察と同時に、覚醒意識の最中に描かれる絵のパターンを観察することもまた、新たな自

己の側面を見出すことに有益だろう。 

過去の曲の編集を終えたら、今日の最初の作曲実践ではテレマンに範を求める。気がつけば、テ

レマンの曲を参考にしてから随分と経ち、ちょうど手持ちの楽譜の半分を過ぎたところまでやってき

た。最初にテレマンの曲を参考にしたのは、確かロンドンの大英図書館の中で作曲をした時ではな

かったかと思う。あれから少しずつテレマンを参考にして曲を作ってきた。この作曲家が体得してい

た独特なメロディー感覚から得るものはとても大きい。 

作曲実践を終えたら、今日もザカリー・スタイン博士の書籍“Social Justice and Educational 

Measurement (2017)”の続きを読み進めていく。可能であれば、昼食前に一読目を終えたいと思う。

今日は昼食後すぐに自宅を出発する必要があり、少しばかり早い昼食を摂る必要がある。決して焦

る必要はないが、それまでに本書を読み終えることができれば幸いだ。 

かかりつけの美容師であるメルヴィンとの対話は今日も楽しみだ。おそらく彼の新しい店のオープン

はもうすぐであり、準備の進捗について話を伺おうと思う。ストックホルムのノーベル博物館で購入し

たお土産の紅茶を持っていくことを忘れないようにする。 

髪を切ってもらった後は、街の中心部にある古書店Isisに足を運ぼうと思う。前回この古書店に足を

運んだのは夏休みに入る前であったから、随分と時間が経った。店主のテオさんと久しぶりに話す

ことは楽しみである。 

本日その古書店で購入しようと思うのは、教育哲学に関する書籍を中心にした哲学書である。この

古書店ではいつも、様々な古書と運命的な出会いをする。この古書店に足を運ぶたびにそうした

出会いがあるのは不思議である。今日はどのような古書と出会うことができるのかを楽しみにし、テ

オさんの店に行く。フローニンゲン：2018/10/16（火）08:03 

3273. アルフレッド・ビネーのIQテスト 

今朝のフローニンゲンは少しばかり霧に包まれており、霧の中で輝く光をぼんやりと眺めていた。今

はすっかりと辺りは明るくなり、穏やかな平日の雰囲気が広がっている。 
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早朝に、テレマンに範を求めて一曲作った。それはとても短い曲だったが、朝の雰囲気とそれに応

じて喚起された自分の内側の感覚をうまく表現していたように思う。 

作曲を終えた後に洗濯をしていると、仮に自分なりの作曲語法が確立されたとしても、私は一生を

通じて過去の偉大な作曲家の曲に範を求め続けるような気がした。もちろん、自分の作曲語法が確

立されれば、そこからはその瞬間に喚起されている感覚、もしくは何か特定の出来事を想起した際

に喚起される感覚を自由に曲に表現していくことができるだろうが、そのような状態になったとしても、

私は過去の作曲家との対話のために、彼らの楽譜を参照にしながら曲を作ることを続けていくよう

に思った。 

以前の日記でも言及していたが、過去の作曲家の楽譜を紐解き、それと向き合いながら曲を作っ

ていくことは、彼らとの対話に他ならないのだと改めて思う。どれだけ作曲技術が向上したとしても、

過去の偉大な作曲家との対話を継続させていきたいと思った。 

計画通り、午前中にザカリー・スタイン博士の書籍を読み終えた。本書の一端には、IQテストが本来

の目的を離れて、いかに米国社会で問題のある形で大規模展開されていったのかの歴史が記述

されている。とりわけIQテストを開発したフランスの心理学者アルフレッド・ビネーは、実は相当に注

意深くIQテストを活用しようとしていたことがわかる。より厳密には、ビネーは確かにIQテストという非

常に限定的な尺度に基づいたアセスメントを開発したのだが、そもそも人間の知性がそのような単

一的な尺度で測定できるほどに単純なものではないことを見抜いていた。 

スタイン博士が引用しているビネーの生の声明を読んでいると、知性の複雑性に対する正しい認識

をビネーが持っていたことがわかる。さらにビネーは、そうしたIQテストを活用する際には慎重を期

すべきだという認識も強く持っていた。ビネーはそもそも、IQテストを通じて、精神的な年齢と実年

齢の乖離を明らかにし、特別な教育を必要とする子供を特定し、そうした子供にふさわしい教育機

会を提供することを目的にしていた。つまり、ビネーは決して、IQによって子供たちを序列化したり、

単にアセスメントをして終わりにするような発想を持っていなかったのだ。ビネーはそうした志を持っ

ていたのだが、IQテストの完成前にこの世を去った。その後、IQテストがどのように世界で活用され

たかは私たちの知るところだろう。 

© YOHEI KATO 2018 !20



スタイン博士の書籍を読んでいると、米国では軍がIQテストを徴兵選抜のために大規模に活用す

るようになり、そこではビネーが恐れていたように、IQテストは単なる選抜のための——序列化のため

の——アセスメトに成り果ててしまった。スタイン博士は非常に綿密にそうした歴史を辿りながら、現

代社会において社会正義を実現させるアセスメトはいかなる特徴を持つべきかについて、哲学的

な思想を展開している。 

アセスメントにまつわる歴史の辿り方、そこから現代社会において求められるアセスメントの特性とあ

り方について原理にまで辿って思考を深めていく方法は、今後自分が芸術教育の歴史と現代に求

められる芸術教育の特性を考察していく際にとても参考になるだろう。フローニンゲン：2018/10/16

（火）11:03

3274. 親友の美容師メルヴィンとの思わぬ共通事項 

つい先ほど街の古書店から自宅に戻ってきた。古書店に訪れる前に、かかりつけの美容師のメル

ヴィンに髪を切ってもらった。 

自宅から店までは歩いて15分弱であり、短いながらも散歩を楽しんだ。フローニンゲンの街並みは

すっかり秋であり、紅葉した街路樹や、落ち葉などを眺めながら目的地に向かった。 

今日はフローニンゲンのこの時期にしては暖かく、日中は半袖で過ごすのがちょうどよかった。美容

院に到着すると、店内がリニューアルされていることに気づいた。メルヴィンの新しい店は、今の店

からそれほど遠くない場所にオープンされるということを以前聞いていたので、今日改めて確認す

ると、オープンはもう間近に迫っており、店の内装は全て準備済みとのことである。次回は新しい店

でメルヴィンに髪を切ってもらうことになり、今からそれが待ち遠しい。 

今日も髪を切ってもらっている最中には、四六時中メルヴィンとの会話を楽しんでいた。今日も思想

的な話に花が咲いた。本日の会話の中で、なぜメルヴィンと私はこれほどまでに話が合うのかの理

由が明確なものになった。私はこれまで欧米で七年間ほど暮らしてきたが、おそらくメルヴィンが一

番心を許せる友人だと言えるかもしれない。 
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今日の会話の中で、メルヴィンがふと、超越的な意識状態の体験について話を切り出してきた。そ

の体験を生み出す手段についてはここではあえて言及しないが、私も同種の体験を過去にしたこと

があり、そこからお互いに、なぜ私たちがこれほどまでに心が通い合えるのかの理由を納得し合っ

た。 

どうやらお互いに、意識の超越的な変容状態を経験し、そこで得られた知覚体験を日常の現象理

解に活用していることがわかり、その話で後半は持ちきりだった。次回もまたその話をしようというこ

とになり、メルヴィンと握手を交わしてから、私は美容院を後にした。 

美容院を後にした後も、私はメルヴィンとの先ほどの会話の内容を回想していた。体験内容は異な

れど、超越的な意識状態をお互いに経験し、そこで得られた事柄がどこか共通の次元の叡智であ

ることは間違いなく、それに触れたことがあるということが、これまでメルヴィンに大きな親近感を持っ

ていたことにつながっていたのだということが理解できた。 

美容院を後にした後は、どこか不思議な意識状態に包まれながら、フローニンゲンの街を歩いてい

た。そのような出来事が今日の午後にあった。 

今日はこれから夕食までの時間、先ほど街の古書店Isisで購入した九冊の書籍の概要を改めて確

認しておこうと思う。昨日の計画では、“Handbook of Adult Development and Learning (2006)”の再

読を行う予定だったが、本日購入した書籍に対する関心が今が最も高い瞬間だと思われるため、

ざっとそれらの書籍に目を通し、どのような理由からその書籍を購入し、どのような関心が新たに刺

激されたかをメモしておこうと思う。今朝方の日記で書き留めていたように、テオさんの古書店で、

今日も素晴らしい書籍との出会いがあったことを嬉しく思う。フローニンゲン：2018/10/16（火）17:28 

No.1351: A Dance on an Autumn Night 

Since today is Friday, tomorrow will be Saturday. I realize that my sense of time transforms so 

much that I have to make sure of the relationship between today and tomorrow.  

I’ll go to bed, having a feeling as if I were dancing on an autumn night. Groningen, 20:49, Friday, 

10/26/2018 
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3275. 失敗から学ぶためには 

時刻は午後の八時に近づきつつある。今日はフローニンゲンの街の中心部にある古書店Isisで九

冊ほど古書を購入した。 

哲学と社会学の棚にある全ての書籍を一冊一冊丹念に見ていき、数時間ほどその古書店にいたこ

とになるが、今の自分の関心に強く合致する書籍を購入できたことを嬉しく思う。今日は店主のテオ

さんと奥さんが店を切り盛りしており、九冊ほど購入したためか、有り難いことに合計金額から少し

割引をしてもらうことができた。購入した九冊は下記のものとなる。 

1. The Necessity of Errors (2011) 

2. The Human Person in a Philosophy of Education (1965) 

3. Realism in Education (1969) 

4. Philosophy of Human Movement (1978) 

5. Modern Philosophies of Education (1962) 

6. Philosophy and Education: An Introduction (1962) 

7. Reason in Art (1982) 

8. Phenomenology & Existentialism: An Introduction (1984) 

9. The Logic of Education (1970) 

全ての書籍の中には、自分の関心を引く記述が必ずあったため、上記の書籍を購入したのだが、1

の書籍を書店でパラパラとページをめくっていたところ、イギリスの哲学者ロイ・バスカーの興味深

い記述が目に止まった。それは、「私たちが過ちから何かを学ぶためには、そもそも私たちが過ち

を犯したということを認識しておかなければならない」という言葉だ。 

よく世間では、「失敗から学ぶ」ということが言われるが、失敗から学ぶことができるのは、実はある

程度の認知能力がなければ無理なのではないかと思った。つまり、自分が失敗したということを認

識できる次元の内省能力がなければ、そもそも失敗から学びようがないということである。おそらく私
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たち日々小さな失敗を至るところでしていると思うが、それが真に自分の学びにつながっていない

のは、失敗そのものを認識し損ねているからなのではないかという考えが浮かんだ。 

欧米で七年ほど生活する中で、とりわけ言語的な学びに関しては、本当に失敗から多くのことを学

んだように思う。その時の自分を振り返ってみると、確かに自分が何らかの失敗をしたという認識が

あり、その失敗から何かを学ぼうとする思考が強く働いていたことに気づかされる。正直なところ、言

語的なこと以外においても、私は毎日無数の失敗をしている。それこそ、日記を執筆する際や作曲

をする際には絶えず失敗がつきものだ。そこでは失敗を認識し、それを修正しようとする意識が強く

働くことによって、失敗から新たな事柄を学んでいることに気づく。 

科学の発展も哲学の発展も、はたまた社会の発展も、ありとあらゆる現象の発展には失敗がその原

動力になっていることに気づく。本書はタイトルにあるように、「失敗の必要性」について書かれたも

のであり、私たち個人の内面外面、および集合の内面外面の発達において、失敗は本当に不可欠

なのだということを改めて思う。フローニンゲン：2018/10/16（火）20:08 

No.1352: Strength of Coldness 

Although it is very cold this morning, I can feel strength of coldness whose color is dark blue. 

Groningen, 08:41, Saturday, 10/27/2018 

3276. 感覚的な誤りとジョージ・サンタヤーナの書籍について 

本日フローニンゲンの街の中心にある古書店で“The Necessity of Errors (2011)”を眺めていると、

そもそも私たちが何かを理解する際には、真実と誤りの双方が内在的に存在しているのではないか

とふと思った。 

立ち読みをしながらしばらく、これまでの私は「芸術（作品）を理解すること」について関心を寄せて

いたが、「芸術（作品）の理解を誤る」とはどういったことなのだろうかと考えていた。芸術作品を理解

するときに、事実的な真実や感覚的な真実などの分類が可能であり、事実的な誤りという分類はす

ぐに考えられる。だが、感覚的な誤りという分類が成り立つのかについて考えさせられていた。芸術

作品を見たときには、事実的な真実のみならず、感覚的に何かしらの真実も同時に掴んでいるだろ

© YOHEI KATO 2018 !24



うが、芸術作品を見たときに事実的な理解の誤りを犯すことはあっても、感覚的に誤るということが

起こり得るのかどうかについて考えてみたが、それについては具体例がすぐに思い浮かばず、その

考えを少しばかり寝かせることにした。 

「認識上の誤り」という言葉はよく聞くが、それは事実や論理の誤りという狭い範囲のものであり、感

覚を通じた認識上の誤りというのも考えられなくはないということを考えさせられていた。 

今日はその他にも、“Reason in Art (1982)”という書籍を購入し、これは以前にも注目をしていたも

のだ。厳密には、この書籍そのものに着目をしていたというよりも、この書籍を執筆したジョージ・サ

ンタヤーナという哲学者に注目をしていた。今日偶然にもその書籍を手に取り、以前この古書店を

訪問した時にはその書籍にあまり響くものはなかったのだが、芸術教育について関心を持ち始め

た途端に、サンタヤーナが執筆した本書が自分にとってとても大切なものに思えてきたのである。 

サンタヤーナは哲学に関する書籍を数多く残しているのだが、驚いたことに日本語に翻訳されてい

るものはほとんどないことを知った。サンタヤーナはハーバード大学を卒業し、大学時代は心理学

者かつ哲学者でもあったウィリアム・ジェームズに師事をしていた。その後、イギリスのケンブリッジ

大学に留学をし、ハーバード大学で教鞭をとった後は、ヨーロッパ諸国を転々としながら思索活動

を続け、最後はイタリアでこの世を去った。サンタヤーナは美学に関する仕事も残しており、また彼

の世界を遍歴する点などが、どうも私の関心を引くようだ。本書の中でも特に、「芸術の正当性」「芸

術と幸福」の章は丹念に読み進めたいと思う。フローニンゲン：2018/10/16（火）20:50 

No.1353: Pink and Light-blue DNA 

If I colored my DNA today, the colors would be pink and light-blue. Presuming that DNA is 

variable, I’m imagining the color of tomorrow’s my DNA. Groningen, 14:57, Saturday, 

10/27/2018 

3277. 白い猫と遭遇する夢 

今朝は六時半過ぎに起床し、七時から一日の活動を開始した。ここのところ、一日の最後に過去の

日記を編集し、それをウェブサイト上で共有することを行っていたのだが、就寝前にパソコンを見す
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ぎてしまい、それが睡眠の質を下げてしまっているのかもしれないと思い始めた。もちろん、日々の

睡眠の質は十分なものなのだが、さらに睡眠の質を高めることができるのではないかとふと思った。

今日からは就寝前にパソコンを見ることを極力控え、過去の日記の編集は昼食後に行おうと思う。 

今朝方は夢を見ていた。夢の中で私は、見覚えのない平屋に住んでいた。おそらくその平屋は誰

かから一時的に借りているものだった。平屋には大きな庭が付いており、その庭を見ると、一匹の白

い猫がいた。それは先ほど自分が家に向かう最中に出会った猫であり、猫の横を通り過ぎる際に、

数回ほど口笛を吹いて猫に挨拶をしていたのを思い出した。その猫はどうやら私の後をこっそりつ

けてきたようであり、今家の庭にいる。 

私は縁側からじっと猫の方を眺めていると、その猫はこちらに近づいてきた。縁側にはスライド式の

ガラス扉が付いており、私は扉を閉めたまま、扉の奥から猫が近寄ってくる様子を見ていた。 

猫が縁側にゆっくりと近づいてきて、縁側の上に上がった時、私はガラス扉を開けてあげ、猫が家

の中に入ってこれるようにしてあげた。しかし突然、私はなぜだかそれを止めて、ガラス扉を再び閉

めることにした。ちょうど猫の体が半身ほど家の中に入ろうとしている時に扉を閉めようとしたため、

猫は扉に挟まり、一瞬声を上げた。幸いなことに猫の体はなんともなかったのだが、扉に挟まった

猫は再び縁側の方に戻り、庭を通じて外の世界にゆっくりと去っていこうとしていた。 

猫に申し訳ないことをしたと思った私は、その猫の後をつけてみることにした。猫が本当に無事かを

確認したかったことが、私をそのような行動に至らせた。 

猫の後をつけてみると、なんと庭の先には、これまで自分が知らなかった地下道が存在しており、

猫はその地下道を通じてどこかに向かおうとしていた。地下道に入ってみると、そこは人間が立って

いられるほどの高さではなく、ほふく前進をしながら進んで行く必要があった。 

地下道は真っ暗ではなく、薄暗い明りが灯っており、猫の背中が遠くからなんとなく確認できた。猫

は私につけられているということに気づいていないようであり、ゆっくりと自分のペースで歩みを続け

ている。地下道を直進し、右に曲がったところで、猫がピタリと足を止め、後ろを振り返った。そこで

初めて、猫は私が後をつけていたことに気づいたようだ。私もそこでほふく前進を止め、猫と目が合っ

たままじっとしていた。両者しばらく目を合わせたまま、その場で動くことをしなかった。 
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少しばかり時間が経った時、猫は再び私の方に向かって歩き出した。その動きを見て、私はまた猫

から逃げるかのように、来た道を戻り始めた。逃げると言っても慌てて逃げるわけではなく、猫の歩く

速度と同じぐらいの速度で、地下道の入り口に戻っていった。再び地上に出て、後ろを振り返ったと

ころで夢の場面が変わった。フローニンゲン：2018/10/17（水）07:29

3278. 巨大なビルに向かう夢 

サマータイムの終了の日があと十日後に控えている。その日に向かっていくに従って、朝日が昇る

時間が遅くなっていく。これまでは七時半にはすでに明るくなっていたのだが、今日はまだ薄暗い。

この調子だと八時を超えなければ辺りが明るくなることはなさそうだ。 

一昨日や昨日と比べて今日は少しばかり気温が下がるが、それでも20度近く最高気温があることは

嬉しく思う。明日からは最高気温が15度ほどになるようであり、そこからは一気に秋の深まりを感じる

ような気候になるだろう。 

先ほど、今朝方に見ていた猫の夢について思い出していた。実はその夢の後にもう一つ夢を見て

いたことを思い出した。夢の中で私は、猫を眺めていた平屋を後にし、ある巨大なビルに行く用事

があった。そのビルは自宅から車で一時間ほどの距離にあり、私は車に乗り込んで、カーナビの電

源を入れた。 

そのビルまでの道はすでに把握しているつもりだったが、念のために、出発前に経路を最終確認し

ておこうと思った。カーナビに表示された地図を見ると、どうやら今いる自宅とそのビルがある場所

はフィンランドにあるようだった。というのも、カーナビに表示されている地名がどれもフィンランド語

であったからだ。一見すると、スウェーデン語との区別に一瞬迷うが、確かにそれはフィンランド語

だった。 

カーナビを見て初めて、今自分がフィンランドにいることに気づいたが、とかくその気づきが自分の

感情に何かしらの影響を与えることはなく、すぐに自宅を出発することにした。目的地までの道のり

は空いており、比較的速やかに目的地の周辺に到着した。前方の右手にそのビルが見えてきた時、

あまりの巨大さに私は驚いた。そのビルの周りには他に高い建物がなく、いやあったとしても、その

ビルがあまりに大きいために、他の建物が小さく見えてしまうほどであった。 
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ビルの下に車を止め、車の窓越しにそのビルを見上げてみると、ビルの途中から上が全く見えなかっ

た。それくらいにそのビルの高さは高かった。もう一つ、そのビルの特徴としては、むやみやたらに

ビルの各階が明るということだった。つまり、無駄な電気を消費していることが一目瞭然であった。 

確かに私はそのビルに用事があったはずなのだが、すぐにそのビルに入ることをせず、近くの空港

に知人を迎えに行った。空港に到着すると、その知人の方はちょうど空港に到着したようであり、私

はてっきりその方を迎えに来たと思っていたのだが、逆にその知人はこれから日本に戻るらしい。 

フライトの搭乗30分前にその方は到着し、搭乗までの時間がほとんどないため、私たちは簡単に挨

拶をして、その場で別れた。空港の入り口に戻って歩いていると、何人かの日本人観光客を見かけ

た。彼らもどうやら知人の方と同じフライトに乗るようであり、随分と焦っているようだった。私は彼ら

に話しかけるわけでもなく、その横を通り過ぎて、再び自分の車が止まっている場所に向かって歩

いて行った。 

そのような夢を見ていたことを思い出す。この夢の前に見ていた猫と遭遇する夢、そして巨大なビル

に向かっていく夢について、それらの夢が持つシンボルについてふと考えを巡らせている自分がい

る。フローニンゲン：2018/10/17（水）08:02 

3279. 技術の自動化とヴィゴツキーの発想 

ここ最近の朝と同様に、今朝も非常に心地の良い朝だった。午前中はまずモーツァルトに範を求め

て作曲実践をした。 

ちょうど先ほど成人発達理論に関する“Handbook of Adult Development and Learning (2006)”の再

読を行っている時に、作曲技術の中で今はまだ意識的に行っていることを無意識的に行えるように

し、現在意識的に行っていることを新たなものにしていくことの大切さについて考えていた。これま

で意識的にでなければ行えなかったことが無意識的に行えるようになるというのは、まさに学習の一

つの賜物だろう。 

ここ最近は確かに、作曲実践に関しても随分と無意識的に行えることが増えてきたが、まだまだ意

識に上げてゆっくりと取り組まなければならないことが多々ある。例えば、転調の技術はまさにその
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一つだ。ここからは、より自由自在に転調が行えるように、まずは各調の特徴をしっかり掴んでいく。

そして、転調の技術の基本を押さえ、それを少しずつ意識上で行うのではなく、無意識下で行える

ようにしていく。技術の自動化によって、新たに取り入れられる情報量が増え、それが能力の器を

拡張させていくことを改めて思い出そう。 

午前中に上記の書籍を読んでいた際に、もう一つ印象に残っているのは、ヴィゴツキーが認知的

発達の範囲を広く取っているということだった。ヴィゴツキーは、ピアジェで言うところの認識の枠組

み（スキーマ）は、何も思考を司るものだけを意味しているのではなく、認知、感情、感覚、動機など、

自己システムを形成する諸々の特質を生み出す機能だと捉えていた。 

もちろん、ピアジェのように認識の枠組みの定義を狭めることによって、実証的な調査がしやすいな

どの便益はあるが、そうした限定的な定義では説明ができない発達現象が多々あるのも確かだろう。

例えば、認識の枠組みが変容した際に、私たちの感情の受け取り方までもが変容していくのはな

ぜなのだろうか？という問いに対しては、ヴィゴツキーの定義のように、認知と感情が密接に関係し

合っているものであり、認識の枠組みはそれらを生み出す機能であると捉えれば、その問いをうまく

説明することができるだろう。 

認識の枠組みというのは、私たちが思っている以上に自己の存在に大きな影響を与えているので

はないかと最近よく思う。そうした考えを持っていた際に、ヴィゴツキーの発想に触れ、刺激されるも

のがあった。 

認識の枠組みは、自己システムを形成する認知や感情、さらには感覚などの諸々の要素を生み出

す機能としての役割を果たしているのだと思う。もちろんこうした包摂的な見方は、ケン・ウィルバー

の「ライン」という概念や、ハワード・ガードナーの「多重知性」という概念と矛盾するわけではない。 

ヴィゴツキーは、認知や感情を司っている枠組みを単純に分離するのではなく、それらを包摂的に

捉えていたのに対し、ウィルバーやガードナーは、そうした包摂性を認めながらも、認知や感情を

司る比較的独立した認識の枠組みを想定することによって、人間発達という現象に新たな説明を加

ることに貢献したのだと思う。フローニンゲン：2018/10/17（水）12:25 
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3280. 哲学への逢着と自己への帰還 

時刻は午後の六時に近づきつつある。今日は一日を通して随分と読書に時間を充てることができ

た。昨日購入した哲学書のうち、教育哲学に関する一冊と運動哲学に関する一冊の初読を終えた。

二つの書籍を読みながら、随分とメモを取ることが多かったが、それらはまだ単なる知識でしかない

のであるから、それらをここで列挙しても何も意味がないだろう。 

今朝の日記で書き留めていたように、就寝前に過去の日記を編集するのではなく、それらを昼食後

に行うことを今日から始めたことにより、夜はパソコンを眺めるのではなく、さらにまた読書に時間を

充てることができるだろう。その際には、午前中に読んでいた成人発達理論に関する続きを読み進

めていく。 

人間発達や教育について何か考えようとすると、必ず「人間発達とは何か？」「良い教育とは何

か？」といった問いにぶつかる。こうした問いは、科学的な研究に没入している時には起こりにくい

ものであったと記憶している。 

ここ最近は日々の生活を送る中で、「自分は一体何者なのだろうか？」「自分の人生とは何であり、

よき人生とは何なのか？」という問いと頻繁にぶつかる。それらはどれも哲学的な問いであるというこ

とに気づかされる。 

今日は昼食を摂っている最中に、答えのない問いに向かっていくことを好んでいた幼少時代の自

分のことを思い出していた。誰かが答えを用意した問題に取り組むことがどこか気乗りがせず、誰も

答えのわからないような問題に向かっていくことを好んでいた当時の自分の姿が脳裏に浮かんだ。 

学校教育の隠れたアジェンダの一つは、決められた正解にいかに早く正確に辿り着くことだと思う

が、そのアジェンダに対して、いつもどこか違和感を感じていた自分がいた。確かにそのアジェンダ

をこなしながらも、どこか当時の自分は、誰にもわからない問題、さらには今の自分には全くわから

ないような問いに向かっていたように思う。 

人生のサイクルがいくらか回り、今欧州の地で生活をし、そこで突如として哲学の領域に辿り着いた

ことには大きな意味があるように思えてくる。今の自分が哲学に大きな関心を寄せ、少しずつ自分
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なりに哲学的な問いに向き合おうとしているのはもしかすると、自己への帰還の始まりなのではない

かと思わされる。 

今の自分は本当に何も知らない。何をどこまで知らないかを知らないほどに、知らないことの領域は

無限に多い。そうしたさなかにあって、知る知らないを超えて、自分の中で生起する究極的な問い

に向かっていこうとする運動が自分の中で起こっていることに気づく。それは問いに答えようとする

ような運動ではなく、純粋に問いに向かっていくような運動だ。いや、言い換えれば、それはそもそ

も、新たな問いを生み出す運動だと言ってもいいかもしれない。 

今日のフローニンゲンの夕方の空は雲に覆われている。遠くの方に夕日が少しばかり見えるが、基

本的には薄暗い感覚がする。夕食後からもまた、全く答えることのできないような自分なりの問いに

自分なりに向き合っていきたい。フローニンゲン：2018/10/17（水）17:58
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